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第 1 編 共通編 

 

第 1 章 総論 
1 総則 

 

1.1 BIM/CIM 活用の目的 
 

1.1.1 BIM/CIM の概念 

 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）とは、コンピュータ

上に作成した３次元の形状情報（３次元モデル）に加え、構造物及び構造物を構成する部材等の名

称、形状、寸法、物性及び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報（属性情報）とそれ

らを補足する資料（参照資料）を併せ持つ構造物に関連する情報モデル（BIM/CIM モデル）を構

築すること（Building/ Construction Information Modeling）、及び構築した BIM/CIM モデルに内

包される情報を管理・活用すること（Building/ Construction Information Management）をいう。 

 

【解説】 

BIM/CIM の概念は、以下による。 

 

出典： BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第１章 総論（令和４年３月 国土交通省） 

図 1  BIM/CIM の概念 
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【コラム】農業農村整備における BIM/CIM の特徴 

農業農村整備において BIM/CIM を活用することで、情報化施工で得られたほ場や周辺構造物の

詳細な座標データを基に高精度な自動運転地図を作成し、衛星測位による位置情報と組み合わせて、

自動走行農機の走行経路設定に利用する等、スマート農業実践の環境整備が可能である。また、設計

段階で３次元データ上での自動走行農機の走行シミュレーションを行うことで、地形条件、隣接・対

面するほ場に対する進入路の位置関係に至るまでの走行安全性の検証が可能となる。 

これに関連して農林水産省では、自動運転に用いる地図を作成するに当たっての考え方等を示し

た「自動運転利用等に資する農地基盤整備データ作成ガイドライン（農村振興局設計課）」の策定、

自動走行農機の導入を考慮した上での水田のほ場整備計画を策定する際の基本的な考え方等を示し

た「自動走行農機に対応した農地整備の手引き（農村振興局農地資源課）」、自動走行農機導入を行う

際の安全性確保を目的とした「農業機械の自動走行に関する安全性確保ガイドライン（生産局技術普

及課）」の改定を行っているところ。 

 

 

 

その他の農業農村整備における BIM/CIM の特徴として、農業水利施設の BIM/CIM モデルを構

築し、点検・保全記録を属性情報（材質、施工履歴、施設変状等）として更新して維持管理や更新事

業計画に活用することや、工事完成時の３次元座標データを被災時の３次元写真測量と合わせるこ

とにより正確な土量や詳細状況が把握でき災害復旧に関する業務を効率化・迅速化すること等が挙

げられ、一部これらの活用についての検討が始められている。 

  

資料：戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第
2 期 スマートバイオ産業・農業基盤技術提供 

 ３次元写真測量を基とした３次元モデルの作成  災害時の３次元写真測量 

 自動運転地図の作成 

 ３次元モデル上でのシミュレーションによって進入路を整備し

た事例（富山県富山市） 

境界線にぶつからず安全に走行 
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1.1.2 BIM/CIM 活用の目的 

 

調査・測量、設計、施工、維持管理及び営農の各段階において、情報を充実させながら BIM/CIM

モデルを連携・発展させ、併せて事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にすることで、一連

の建設生産・管理・営農システム全体の効率化・高度化を図ることを目的とする。 

BIM/CIM 活用業務又は BIM/CIM 活用工事の実施に当たっては、情報共有システムを積極的に

活用することとし、情報の円滑な共有、維持管理が可能な環境を整備する。また、後工程における

情報の利活用を念頭に、建設生産・管理・営農システムの各段階で必要な情報の集約を図る。なお、

BIM/CIM 活用の目的には、公共工事等の品質確保及び行政事務の円滑かつ効率的な実施も含まれ

ることに鑑み、BIM/CIM モデルの過度な作り込み等を指示しないよう留意する。 

 

【解説】 

調査・測量から、設計、施工、維持管理及び営農に至る建設生産・管理・営農システムで一貫した

３次元データの利活用を図るためには、事業の初期段階から BIM/CIM 活用目的を立案し、建設生

産・管理・営農システムの各段階において、目的に応じた３次元データの利活用を図ることが重要で

ある。 

事業の企画立案段階から、事業目的を達成するための企画のひとつとして事業（務）所の BIM/CIM

活用項目を立案する。また、事業の各段階を通じて BIM/CIM 活用項目に基づき実施する事業監理項

目の目標を設定することが望ましい。 

担当者は、自らが担当する作業のみならず、建設生産・管理・営農システム全体を俯瞰する視点が

求められ、後工程における情報の利活用を念頭に、各段階で必要な情報の集約を図る。 

また、BIM/CIM 活用の目的には、公共工事等の品質確保及び行政事務の円滑かつ効率的な実施も

含まれるため、ＮＮガイドラインを参考に、BIM/CIM モデルの過度な作り込み等を指示しないよう

留意する。 

BIM/CIM は、３次元の電子データを利活用するため、「フロントローディング」及び「コンカレ

ントエンジニアリング」を行うことができ、品質向上や工程の短縮化といった生産性の向上が期待さ

れる。 

 

（１）フロントローディング 

フロントローディングとは、工程の初期（フロント）において負荷をかけて事前に集中的に検討し、

後工程で生じそうな仕様変更や手戻りを未然に防ぎ、品質向上や工期の短縮化を図ることを指す。 

具体的な効果として、設計段階での３次元モデルによる設計照査、コンクリート構造物の鉄筋干渉

回避、適切な仮設工法の検討等による施工段階での手戻り防止等が挙げられる。 
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図 2 フロントローディングの考え方 

出典：BIM/CIM ポータルサイト 研修コンテンツ 

〈http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimtraining.html#spec02〉 

   

（２）コンカレントエンジニアリング 

コンカレントエンジニアリングとは、製造業等での開発プロセスを構成する複数の工程を同時並行

で進め、各部門間での情報共有や共同作業を行うことで、開発期間の短縮やコストの削減を図る手法

を指す。具体的な効果として、①設計段階で工事発注担当者の知見を反映することによる施工性や供

用後の品質を確保、景観や施設使用の快適性の向上、②設計（施工）段階での維持管理者の知見の反

映による維持管理の効率化・高度化、③事業に携わる関係者との共同作業化による意思決定の迅速化

による各工程及び全体工程の短縮化等が挙げられる。 

 

図 3 コンカレントエンジニアリングの考え方 
出典：BIM/CIM ポータルサイト 研修コンテンツ 

〈http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimtraining.html#spec02〉 
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1.2 適用範囲 
 

ＮＮガイドラインは、国営土地改良事業等における BIM/CIM 活用業務及び BIM/CIM 活用工事

を対象とする。また、BIM/CIM モデルではなく、３次元点群データの取得等、３次元モデルのみを

取り扱う場合であっても、後工程において３次元モデルを活用可能であることから、ＮＮガイドラ

インを準用する。 

 

【解説】 

BIM/CIM を活用することで、２次元図面から３次元モデルへの移行による業務変革やより効果的

なフロントローディング及びコンカレントエンジニアリングの取組による合意形成の迅速化、業務

効率化、品質の向上、生産性向上等の効果が期待される。 

なお、ＮＮガイドラインは、他省庁で取り組まれた実績等を基に、標準的な BIM/CIM の活用方法

を定めたものである。BIM/CIM 活用業務及び BIM/CIM 活用工事の実施に当たり、個別の工種の各

段階での活用方法については、ＮＮガイドラインの各分野編を参照するものとする。 
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図 4 各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等 

３D 地形図データ作成 

土工編 ほ場整備工編

-Construction 推進のための 

３次元ベクトルデータ作成マニュアル（案） 
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図 5  BIM/CIM 仕様・機能要件 



 

第 1 編 10 

1.3 用語の定義 
 
ＮＮガイドラインにて使用する主な用語について、以下のように定義する。 

表 2 用語の定義 

No 用語 定義・解説 
１ ３次元点群データ 

 
 

 

UAV 写真測量、地上レーザスキャナ等による３次元測量によって得られた３
次元座標を持った点データの集合をいう。省略して「点群データ」又は「点
群」と呼ばれる場合がある。写真画像を用いる事で、各点に色情報を与えるこ
とも可能である。 

地表面の計測だけでなく、新設構造物の出来形の管理・数量算出、既設
構造物を点群データにより３次元化して BIM/CIM モデルの代替・
BIM/CIM モデルを作成するための元データとする、2 時期のデータ対比に
よる変状解析等、利用用途・範囲が広がっている。 

２ ３次元モデル  対象とする構造物等の形状を３次元で立体的に表現した情報を指す。 
各種の形状を３次元で表現するためのモデリング手法には、ワイヤーフ

レーム、サーフェス、ソリッド等がある。一般的に、構造物には体積が求めら
れるソリッド、地形にはサーフェスが利用されている。 

３ BIM/CIM（Building / 
Construction Information 
Modeling ,Management） 

調査・測量、設計段階から３次元モデルを導入することに 
より、その後の施工、維持管理・更新の各段階においても３次元モデルを連
携・発展させて事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の建
設生産・管理システムの効率化・高度化を図るものである。 

４ BIM/CIM モデル 

 

BIM/CIM モデルとは、対象とする構造物等の形状を３次元で表現した「３次
元モデル」と「属性情報」「参照資料」を組合せたものを指す。 

５ GIS（地理情報システム） GIS（Geographic Information System）とは、位置に関する様々な情報を持った
データを電子的な地図上で扱う情報システム技術の総称である。 
出典：https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk1_000041.html

６ ICT ICT（Information and Communication Technology）は、情報通信技術を意
味し、パソコン、インターネット等の技術を総称していう。 



 

第 1 編 11 

 
  

No 用語 定義・解説 
７ IFC IFC（Industry Foundation Classes）は、国際組織のbSI（buildingSMART 

International）が策定した３次元モデルデータ形式である。 
2013 年には ISO 16739:2013 として、国際標準として承認されている。
2018 年に改訂され、ISO 16739:2018 が 新である。当初は、建築分野で
のデータ交換を対象にしていたが、2013 年にはbSI 内に Infrastructure 
Room が設置され、土木分野を対象にした検討が進められている。 

bSI の日本支部組織が bSJ（buildingSMART Japan）である。 
８ 
 

J-LandXML 国土交通省の道路事業、河川事業の設計及び工事においてBIM/CIM や 
i-Construction で必要となる交換すべき３次元設計データを LandXML に
準拠した形式で表記することとし、その内容及びデータ形式を定めたも
のである。オリジナルの LandXML に対して一部拡張を行っている。
（LandXML1.2 に準じた３次元設計データ交換標準（案）Ver.1.3（略称：J-
LandXML）平成 31 年 3 月 国土交通省国土技術政策総合研究所より一部引用） 

９ LandXML LandXML は土地造成、土木工事、測量のデータ交換のためのオープンなフォーマ
ットで、2000 年に米国で官民から成るコンソーシアム LandXML.org により
開発運営が開始された。 

国内事業に適用するため、国土交通省国土技術政策総合研究所が、
「LandXML1.2 に準じた３次元設計データ交換標準(案)」を策定している。 

10 TIN 
（Triangulated Irregular 
Network） 

 
 

地形や地層等の複雑な多角形形状を三角形の集合体で表現する手
法である。三角形の形状が決まっていないため、不整三角網（Triangulated 
Irregular Network）と呼ぶ。 

11 TS(トータルステーション) 

 

1 台の機械で角度（鉛直角・水平角）と距離を同時に測定することがで
きる電子式測距測角儀のことである。計測した角度と距離から未知点の座
標計算を瞬時に行うことができ、計測データの記録及び外部機器への出力
ができる。標定点の座標取得及び実地検査に利用される。 

出典：地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領 

（土工編）（案）参考資料-4  用語の説明 

12 アーカイブデータ 保存記録のこと。 
13 オリジナルファイル オリジナルファイルとは、、Ｃ、ＡＤ、ワープロ、表計算ソフト、及びスキャニング

（紙原本しかないもの）によって作成した電子データ等」を指す。 

14 オルソ画像 オルソ画像とは、空中写真を位置ズレのない画像に変換し、正しい位
置情報を付与したもの。様々な地理空間情報と重ね合わせができる。 

国土地理院(https://www.gsi.go.jp/gazochosa/gazochosa40001.html) 
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No 用語 定義・解説 
15 基盤地図情報 地理空間情報のうち、電子地図上における地理空間情報の位置を定める

ための基準となる測量の基準点、海岸線、公共施設の境界線、行政区画その
他の国土交通省令で定めるものの位置情報（国土交通省令で定める基準に適
合するものに限る。）であって電磁的方式により記録されたものをいう。 

出典：地理空間情報活用推進基本法（平成 19年 5月 30日法律第 63号）

（定義）第二条3より 

16 サーフェス 

 
 

物体の表面のみを表現する手法であり、TIN、メッシュ等で表現される。 

17 参照資料 BIM/CIM モデルを補足する（又は、３次元モデルを作成しない構造物
等）従来の２次元図面等の「機械判読できない資料」を指す。 

18 詳細度 BIM/CIM モデルをどこまで詳細に作成するかを示したもの。このガイ
ドラインでは、100、200…500 と 5 段階のレベルを定義している。 

19 情報化施工技術 情報化施工技術は、情報通信技術（ICT）を工事の測量、施工、出来形
管理等に活用することにより、従来の施工技術と比べ高い生産性と施工
品質の実現が期待される施工システムである。 

20 数値地形図データ 地形、地物等に係る地図情報を位置、形状を示す座標データ、内容を示す
属性情報等として、計算処理が可能な状態で表現したものをいう。 

出典：農林水産省農村振興局測量作業規程

21 数値標高モデル 
（DEM:Digital Elevation 
Model） 

数値標高モデルは、地表面を等間隔の正方形に区切り、それぞれの正方
形に中心点の標高値を持たせて表現したモデルである。ビットマップ画
像や TIN によって地形をデジタル表現する手法である。 
建物等の地表上にある構造物・樹木等（地物）の高さを含む数値表層モデル 

DSM（Digital Surface Model）から、地物の高さを取り除いて、地表面の高さ
だけにしたものである。 

22 属性情報 ３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸
法、物性及び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）を指す。 

23 ソリッド 
 

 

サーフェスが物体の表面のみを表現しているのに対して、ソリッドは物体
の表面と中身を表現する手法である。 

24 地上型レーザスキャナ 
（TLS: Terrestrial Laser 
Scanner） 
 

1 台の機械で指定した範囲にレーザを連続的に照射し、その反射波
より対象物との相対位置（角度と距離）を面的に取得できる装置のこと
である。TS のようにターゲットを照準して計測を行わないため、特定の
変化点や位置を選択して計測することができない場合が多い。 

出典：地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領

（土工編）（案）参考資料-4  用語の説明 
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No 用語 定義・解説 
25 

 
地図情報レベル 数値地形図データの地図表現精度を表し、数値地形図における図郭

内のデータの平均的な総合精度を示す指標をいう。 
出典：農林水産省農村振興局測量作業規程 

26 
 

テクスチャ 
 

 

３次元コンピュータグラフィックスで、３次元のオブジェクトの表
面に表示される模様。 

27 
 

土木モデルビュー定義 土木モデルビュー定義とは、IFC のデータを異なるソフト間で読み
書きできるようにするための技術文書である。対象は IFC2x3 による土
工、河川、地形、地盤以外の土木構造物の BIM/CIM モデルの形状の
交換である。主にベンダーがこの技術文書を用いて、IFC をソフトに
実装するために参照する。ユーザは同定義へのソフトの対応状況を参考
に、ソフトを選定・利用することができる。 

28 
 

パネルダイヤグラム ３次元地盤モデル（サーフェスモデル、ソリッドモデル） に任意に
設定した断面線で切り出した断面図（パネル）群であって、形状情報
（オブジェクト型）と地質情報等を付加した属性情報から構成され
る。 

29 
 

ボクセル 
 

 

２次元の画像の 小単位をピクセルと呼ぶのに対し、３次元座標上
に取り入れた 小単位をボクセル（voxel）と呼ぶ。多くの３次元 CG 
ソフトウェアで採用されている、物体の表面のみを表現したサーフェ
スに対して、ボクセルモデルは物体の表面と中身を表現する手法であ
る。 

30 
 

ワイヤーフレーム 物体を線分のみによって表現する手法である。ただし、物体の表面や中
身の情報を持たないことから、干渉チェックや数量算出等ができない
ため、BIM/CIM では通常用いられない。 

31 スイープ  平面に描かれた図形をある基準線に沿って延長させて３次元化する技法
のこと。 
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